































































































































































































































































































































































































































































































































































	1.　目的と概要
	1.1　研究目的
	1.2　開発プログラムの位置付け
	1.3　対象とするプログラムの範囲
	1.4　今年度の成果概要

	2.　荷重の流れ
	2.1　実例にもとつく軸組架構と鉛直荷重の流れ
	2.2　鉛直荷重の流れの計算ルールと問題点
	2.3　水平力の流れにっいての考え方

	3.　解析のモデル化
	3.1　プログラム処理の範囲と特徴
	3.2　構造計算フローチャート
	3.3　構造体の形状認識
	3.4　構造材料と標準部材断面形状
	3.5　応力解析のモデル化
	3.6　荷重と組み合わせ応力
	3.7　検討部位･判定規準
	3.8　計算書イメージ
	3.9　準備すべき標準データ

	4.　接合部
	4.1　接合部の種類と要求される性能
	4.2　接合部のモデル化と剛性･降伏点強度
	4.3　接合部剛性評価のための文献収集

	5.　まとめ
	5.1　在来木造住宅メーカー4社との意見交換
	5.2　今後の展開


